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　　　A－34 >-a 馳脂酢眼*ﾆ;^ ｸﾉﾚμよ3 "^ !≫jり5，4-N･ンズt二:'・y^場効累l- ワヽ･X

　　　　　　式部膨葦f　白石嵐｝東ぷ家収入^　O 自↓フャ3･　原田まき

　a的　日本^晶の≒)J'. IJ旅量な^S ，^ダん性今准方瘍原薦化島集り^，f-べ>ズ

1ゴレV $喀心かりざあにtはすr･i^旅舎I た. 夕回袁nば，f-性剱湊くなヽ･≫と1 直

1 ヽ乃y ヨ糠脂肪貳ﾆ!-メf ノl／あ'1,･尼永iゑ威冴i,-i i曳刺i:W ≫-'・''*･)jまiL^しを

吸仁，tr り移＆り嗚呼知界岬あ3 夕ヽμつv≫-t枕討i 釘・た。

　方薦　争販り吻h^ 甲ヽ･，釣一a浩λhM-:^私塾に'^ぶに勿リ, 条々に一足凛良f

オ衆筆i,一トーT-/べじレンt添加ii , タヨ駆脂賠雌声みレμ･･*0)艮私･りL W－ほ1-0 ，

＠0 W －1510　J,･よぼ＠K鮮琴ラtry 7"K Ｌ (りo,/ぶ満t「りih･ｸ加io曾輩加λ, ダ孝向

ふツまで, r゛ラメクーノレ■kフ必たirラ入日jfaロ- トてろタリ^ノりりi再な釣^)他量

<り木i加λ″xiりまぞx吸ヽ,り同L- ･3－}Jiてう夕ヽ^3。吻之』ばずラヌウづi．ごicか

ラメ･シャーレf= x札> 滝触乾陳t n ，。暴怒理'^'･ 5i，おふな^ヨ練極秘嵐エ7ヽリレ

で'^唾tレ/Ξ≒ﾀ｣,ク中ｸ^,-f,。Vべげレンt 曝,良f操作斌I'- 孝じiﾀ･-'弟茲nよﾀ叉曼

わい･, それそれ･ウ｢*? ^jl-酋'^」 3曼をぷりた。

　聯果　瓢寿理りro, y｣は定曼乏れ・たいﾗφ軸索孝豺一々ン犬t.'レV(軸昶/？幻‘9

邨o/oi 回収,た。ダ。瀦噂肪酸エステル嗚4$t1^ たり?jはそ乖ぞ承-^加した3.f-ペ

ン刄^'レン量こかレ＠はほ$z，＠は峰 z　＠･よμlば･ｸ回収辛乏求レA，多な為ち

, r<i))jｋ ff集^3 3.4－ペソ>-trレV(i^」魂脂筋織工ヌ,リレ乗# にぷ）拓一？^l 除久

念μ3 : とti貧訳;i心

　　　A－35 惘一酒石酸錯体。光^釧ﾇ琉r^ よi遭7[糖,,之1

　　　　　　東北V大衆政　　　寄藤千代子

　目的　^iJtぷiin£法は還元糖。定t にひ3く用いられてい3 お。フ，=―リング渚庚の

疆元によリ主霞すろ亜酸化詞の叉鮫お･掻・て細心ヽ＜, ひヽフ席臓公浅い7 Iレカリ性で゛あ

J たのに才il撞作おヽ沈較的面倒であリ,また茨鮫炉遭，惣辛t /こき気酸化をうけ3 可

能性も雨う.飼一通石酸錯体・光o則ご利用し蛸を吸え光序変量?れIT. 建場IJ とく

に必曹なく，操作は簡便k 'S 3 七執奏添ヵDt，希釈名積i適§･;選βにいこより.

痛乞ごは定貴困難な夕町以下べ夏元糖･，定t. ･こも適用てさると考えられる。

　方法　ぢ｀舶『ダ』if 貫持い含も試料溶液（～･5W?）に社峻銅趨液(10 ，5＆μ）;以

ま馴J 10iJ ，酒石酸洛液C ■^'"リロ･■■■i/エ|レ塩十iぢりHd朗力) ぶ）μを球心蕗

液を如玖1 纒化銅り£ ≪μせ3 . 玲却惰上澄衆をSVnJi メ7フ7 ヌこ1･こ衿し，昶本

r標煌まで･希釈，託永を竹照としてμ0 ■n-n.で吸支度t 汲咬Iて銅貴をt<｀める。

　結果　①　。ヒ述の条侍にあ･いで. 銅一油名吟錯伴はむo ～ぶり，・｡に吸収極大をし

蜀レ酒石酸l /ﾀ心以上かわいフ7ヘ・7 トいよ殆んど浅化しない。R）iA-0 -n.Tii･こ

おいて, 2門iu叙　まて" Bma. の法e･卜成±し. 吸支序に01　は2･5 pp･･U にla当寸§ 。

③　本流･こよい?. "t値はkMn-叫滴定r- よ1 -1,量値k よく- 致し，同- 試料I- つぃてo

値。バヽラツいま本>X の方がケない. ’④　蛋白質七。そ妨餐怜質の除かこ便用すI酢

骸l&，シこ7 酸すヽリ･7 A It銅･ﾌ吸光光度i量君妨害し0下の還元糖

のえ"I に二），ヽでも,i，ini≪jどスフラスコ乏使用して穣討しﾐ.


